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 令和７年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査  結果 分析 

 ○全国平均より上回っている種目 

・なし 

○全国平均とほぼ同程度であるが、やや上回っている 

・反復横とび 

○全国平均とほぼ同程度であるが、やや下回っている 

・立ち幅とび 

○全国平均より下回っている種目 

・握力・上体起こし・長座体前屈・20ｍｼｬﾄﾙﾗﾝ 

・50ｍ走・ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ投げ 

反復横とびを除き、全国と比べ全ての種目で平均を下回
っている。子どもの体力・運動能力を高めていくために
体育の「体つくり運動」や準備活動で継続した取組が必
要。さらに、目標を明確にすることで筋力・筋持久力・
疾走能力・巧緻性・柔軟性・投力等を高めていく。 

 ○全国平均より上回っている種目 
・反復横とび 

○全国平均とほぼ同程度であるが、やや上回っている 

・50ｍ走・立ち幅とび・ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ投げ 

○全国平均とほぼ同程度であるが、やや下回っている 

・握力・上体起こし・20ｍｼｬﾄﾙﾗﾝ 

○全国平均より下回っている種目 

・長座体前屈 

長座体前屈は、全国に比べ平均を下回っている。そのた

め、体育の「体つくり運動」や準備活動で体の柔軟性を

高める取組を行うことが必要。 

 〇「運動やスポーツを好き」と感じている子の割合 

男子…87.5％ 女子…85％ 

〇「体育の授業を楽しい」と感じている子の割合 

男子…92.7％ 女子…90％ 

〇体育の授業以外で毎日60分以上運動している児童の割合は、全国

平均に比べて男女ともに高い傾向にある。また、中学校に進んだら、

授業以外でも自主的に運動やスポーツをする時間をもちたいと回答し

ている児童の割合が全国平均に比べ男女ともに高い傾向にある。 

全国に比べ、体育の授業以外で毎日 60 分以上運動して

いる児童の割合が高い傾向にあるよさがある。子どもが

より運動やスポーツを好きと感じられるように自分に

合ったペースで取り組むことで自己の伸びを実感でき

る体育授業を行う。 

 

①体育・保健体育等の 

授業の充実 

②授業以外で子どもの 

運動機会を創出する取組 

③子どもが自ら 

健康の保持増進を図る取組 

 

   

 

 レバンガ（バスケットボール）、コンサドーレ（バドミントン）などプロの選手の技術や考え方を学ぶ場の設定 

 学校独自の児童アンケートや保護者アンケート等の活用 

 スキー学習と水泳学習におけるインストラクターによる実技指導 

体力・運動能力

＜男子＞ 

具体的な

取組 

体力・運動能力

＜女子＞ 

運動・スポー
ツへの意識、
運動習慣 

三つの取組 
 

家庭・地域との 

連携・協働 

体育の授業改善に向けた取組 
 

〇運動量を十分に確保し、自分や仲
間の伸びを実感できる体育授業 
・授業の流れの定着 
課題把握⇒課題追究⇒振り返り 

・既習を大切にした指導 
・自分の課題や伸びを実感できる
ＩＣＴの活用 

・コンパクトで価値のある交流 
・運動が苦手な子への安心感を生
むルール作り 

〇運動への意識を高める保健学習の
実践 
・養護教諭や栄養教諭などと連携
した指導 

健康に関する指導の充実 

 

〇健康教育の全体指導計画に基づいた

授業の実践 

 

・食に関する正しい知識と望ましい

食習慣を身に付けるための食指導

の充実 

・歯の健康推進に向けた保健指導、

保健便りの配付 

・養護教諭による性に関する指導(い

のちの学習)の充実 

・キャリアパスポートを活用し、自

己肯定感を高める指導 

体力向上に向けた教育環境の整備 

 
○ 「仲間・時間・空間」の創出による

運動機会の充実 
・体育委員会主催のイベントを生かし

て、子どもが運動に関わる機会を増

やす。 

・中昼休みのグラウンドや体育館遊び

に加えた玄関前のあいさつ広場での

なわとび活動の充実。グラウンド遊

び割り当て学年の拡大 

・教師が体育の学習以外の運動への積

極的関与し、仲間づくりを行うこと

で、継続して運動に親しめるように

する。 



 


